
拓殖大学北海道短期大学保育学科閉科メモリアル事業

「歴史と未来をつむぐ一日」
 を終えて
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「農学ビジネス学科、農場で育てた野菜を豚汁に！」
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【世界への挑戦】
ドローンサッカー部、FIDA World Cup
 で決勝トーナメント進出！
　～韓国・全州で開催された世界大会で
 「世界の壁」と「確かな手応え」を実感～　
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演劇「正義」のチラシ



「拓殖大学北海道短期大学自動車部の活動の一コマ」



「拓大国際部広報部と拓大北短「ぷれたく」との意見交換会」

拓大・後藤新平・新渡戸稲造記念講堂にて



新聞局主催
 スタディーツアー！
～「学びの多様性」と「震災からの農業再生」を追う～

人から聞く重い想い
　― 学生新聞局が挑んだ初の
 スタディツア ―　

スタディツアー中、林新聞局長



北海道新聞社本社前＝ 2月 2日（札幌）

横山記者より見出しのつけ方を
レクチャー

小坂記者から取材での心がけを
レクチャー

北海道新聞社訪問



見出し、記事の作り方を改めて見直す
キャンパス特派員

北海道新聞社（道新デジタル）
大矢編集局長へ取材

北海道新聞の記念新聞

北海道新聞社訪問



IKUNO・多文化ふらっとの
入り口出の集合写真

＝ 2月 3日大阪市生野区

校内見学：宋悟さんの説明を聞く
拓殖短大生たち

＝ 2月 3日大阪市生野区

図書館にある多言語の絵本
＝２月３日大阪市生野区　

NPO法人 IKUNO・多文化ふらっと訪問

屋上のプールを再利用した
バーベキュースペース、
人が集う場所を創造



IKUNO・多文化ふらっとの紹介をしてくださっている宋悟さん
＝２月３日、大阪市生野区

NPO法人 IKUNO・多文化ふらっと訪問



泉佐野市立佐野中学校夜間学級の校門前で
＝ 2月３日（泉佐野市立佐野中学校夜間学級）

竹田教頭先生による夜間中学の講義
＝ 2月３日（泉佐野市立佐野中学校夜間学級）

自己紹介や質問をする学生

泉佐野市立佐野中学校夜間学級訪問



泉佐野市立佐野中学校夜間学級訪問

よさこいの体験＝ 2月３日
（泉佐野市立佐野中学校夜間学級）

拓大北短生の自己紹介 北海道の紹介クイズ①

北海道紹介クイズ② 夜間中学生スーさんのお店で
カレーを頂く

＝ 2月３日（泉佐野市）

手をつなぎ輪になって
ー夜間中学生との交流



伝承館の展示（震災直後の南相馬）
東日本大震災・原子力災害伝承館入口
＝２月 4日、福島県双葉郡双葉町

語り部として話を続ける島田まゆみさん＝ 2月 4日

東日本大震災・原子力災害伝承館訪問



ソーラーパネル群を見つめる学生

請戸小学校　体育館
＝ 2月４日（福島県浪江町）

浪江町　災害危険区域
＝ 2月４日（福島県浪江町）

福島・双葉・浪江フィールドワーク

浪江町脱炭素・水素利用事業
（ソーラーパネル群）



株式会社ReFruits 代表取締役・原口さんの話を聞いて

株式会社 ReFruits
代表取締役・原口拓也との対話
＝ 2月 5日（福島県浪江町）

原口さんから農業後継者の
問題を問われる

原口さんと拓大北短の交流 原口さんのお話のメモを取る姿



株式会社 ReFruits
代表取締役・原口拓也さんとの対話
＝ 2月５日（福島県浪江町）

原口さんの話をきく
＝ 2月 5日（福島浪江）

農業、将来の目標について語る

株式会社ReFruits 代表取締役・原口さんの話を聞いて

原口さんのお話、「ぼくらの原点」
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新聞局スタディーツアーの意義



新聞局スタディーツアーの意義

スタディーツアーでの様々な
準備をする新聞局員

自分たちが何を見て
どう感じたのかを語りあう様子



新聞局スタディーツアーの意義

1 月 20日　事前勉強会・
まずは課題を立てよう！

オンラインでも打合せしたな～！ 伊丹空港から仙台空港へ！

初日は大雪、JR運休。
貸切バスでよかった！

２月３日　節分！
夜間中学生と恵方巻を！

帰りの日の飛行機は和気あいあい !!



左から . 豊口局員、村上先生、林局長 座談会ラボ室にて



拓殖大学北海道短期大学　校舎（深川）



あなたの未来、大学の校舎の未来
～進路とキャンパス活用をアンケートで探る～

　本学は 2027年 3月に閉学を迎える。学生新聞局では、この節目にあたり、在学生の進路意識と閉校後のキャ
ンパス活用に関する考えを把握するため、2025 年 11月に「未来を考える―あなたの進路と拓殖大学北海道短
期大学閉校後のキャンパス活用に関するアンケート」を実施した。調査対象は、本学に在籍する学生および教職
員（農学ビジネス学科 1・2年、保育学科 2年、国際学部在学生、教職員）。閉学という特別な状況の中で、学
生や教職員が将来をどのように見つめ、どのような支援を求めているのか、また慣れ親しんだキャンパスの今後
についてどのような思いを抱いているのかを明らかにすることを目的としている。

0. 属性：あなたの所属学科と学年を選択してください。
【分析】
　今回のアンケート参加者は 72 名であった。その内
訳は農学ビジネス学科 2 年生と保育学科 2 年生が各
33.8%の割合（各 24人）を占めている。ついで農学ビ
ジネス学科 1年生が 23.9%（17人）の割合を占めてい
る。また、教職員が 8.5%（6人）を占めている。なお、
国際学部 3年生は 0％（0人）であった。
 （豊口　みなみ）

1. 学生：進路に関する質問
【分析】
　本問の回答数は 66件であった。最も多い割合は「就
職 ( 一般企業、公務員等 )」で 33.3％（23 人）であっ
た。ついで「就職 (園 )」が 31.8%（22人）であった。
それについで就農が 18.2%(13 人 ) であった。編入学・
進学が 5.6%(4 人 ) であった。未定、その他は　わずか
にあった。全体として卒業後就職、就農で 8割以上を占
めていた。「未定」、「その他」については予想であるが、
1年生やこれからの人も含まれるのではと考える。
 （豊口　みなみ）

2. 学生：進路に関する質問：卒業後の勤務地・居住地として希望する
　　　　 地域はどこか？
【分析】
　本問の回答数は 66件である。卒業先の希望の進路先
として、「地元（出身地）」に戻る人が約半数 49.2%（32
人）をしめる結果となっている。次いで「特にこだわら
ない」24.6%（16人 )、「大学周辺に留まる人」9.2%（6
人）、「大都市圏に移動したい人」6.2%（4人 )、「その他」
10.8%（8人）であった。本校学生の多くは深川市以外
から来ている学生も多いため、住み慣れた地域に戻る人
が多いのは妥当な結果と考える。
 （林　楓太）

2025 年学生新聞局アンケート



3.学生進路に関する質問：進路を考える際に、特に重視したことは何ですか？
 （当てはまるものを最大３つまで選択）
【分析】
進路先に重視するものとして、「休日・休暇・ワークラ
イフバランスについて」50.8%（33人）が一番、次い
で「仕事内容」47.7%（31 人）という結果になった。
「収入・給与水準」43.1%（28 人）、「勤務地・場所」
41.5%（27人）よりも、休日の日数を重視する人の割
合が多いのは、現代においての意識の変化が十分に出て
いると考える。　
　また、「企業の安定性」18.5%（12人）や「成長性・スキルアップ」21.5%（14人）が比較的低いのも現
代的な特徴と考える。
　上記の２点も大事なことではあるが、昔と違い、同じ職場先に何十年も勤め続けるという考えが薄れ、自ら
環境を変え、転職していく人が現代においては多いという点がこの結果に反映されていると考える。
 （林　楓太）

4. 学生の進路に関する質問：卒業後の進路を決定する上で、
　 閉校の事実はどの程度影響しましたか？
【分析】
　本問は 65件の回答があった。「卒業後の進路を決定
するうえで閉校の事実がまったく影響しない」と回答し
た人が最多であり、49.2％（32人）。ついで、「あまり
影響しないと回答した人」が 30.8％（20人）、「少し影
響すると回答した人」が 10.8％（7人）、「非常に大き
く影響したと回答した人」は 9.2％（6人）いた。
　我々の予想として「影響する」と回答する人はごくわ
ずかだと考えていたが、今回の結果から「少し影響すると回答した人」と「非常に大きく影響したと回答した
人」合わせて 20％の人が影響すると回答した。詳細としてその多くは 1年生が占めているのではないかと予
測をする。１年生は進路の方向性がまだ定まっていない学生も多いため、ただ漠然と「影響するのではないか」
と回答したと考える。詳細の追及が必要だと感じた。
 （豊口　みなみ）

5. 学生：進路に関する質問：進路決定に関して、
　　　　 大学（学科、就職支援室など）に期待するサポートは何ですか？
 （当てはまるもの全て選択）
【分析】
　本問の回答数は 72件であった（複数回答可）。進路
決定に関して、「大学に期待するサポートは何ですか」
という問いに対して、最も多い回答は「業界・企業情報
の提供」は 43.1％（31人）であった。ついで「個別面
談・カウンセリングの充実」は 41.7％（30人）、「資格
取得・専門技術取得へのサポート」は 38.9％（28人）、「特
にない」は 23.6％（17人）、「進学情報（他大学）の提
供」は 18.1％（13人）、「卒業（OB/OG）との交流の機会」が 16.7％（12人）であった。
　「業界・企業情報の提供」と「個別面談・カウンセリングの充実」はほぼ同じ回答率であった。個別相談を
選択した学生が多いのは、予想するに外部の方の進路について伺う場面はあるが、個別に相談し進路について
1年次のうちから考えていきたいという思いがあるのではないかと考えた。
 （豊口　みなみ）



6. 学生・教職員：閉校後の校舎利用に関するアンケート：
　　　　　　　　 2027 年 3月閉校後、本学の校舎や敷地を建物として
　　　　　　　　 残して欲しいと思いますか？
【分析】
　本問の回答数は72件である。「2027年 3月の閉校後、
本学の校舎や敷地を建物として残して欲しいと思います
か？」に対して、「はい」と答えた方は 55.6%（40人）。
次いで、「どちらでもない」は 38.9%（28人）。「いいえ
（解体・更地化などを望む）」は 5.7%（4人）となった。
　過半数が「校舎を残したい」と考えており、本学の建
物や敷地に対する一定の愛着がうかがえる。一方で「ど
ちらでもない」が約 4割を占めている点も特徴的である。学年や在学期間、出身地域などの違いによって思い
入れの程度に差がある可能性も考えられる。
 （林　楓太）

7. 学生・教職員：閉校後の校舎利用に関するアンケート：
　　　　　　　　（問 6で「はい」と回答した方へ）残して欲しい理由として、
　　　　　　　　 最も近いものを一つ選んでください。
【分析】
　本問の回答数は43件である。閉校後に本校舎を残して
欲しい理由として、「大学の『記憶』や『歴史』を後世に
残したいから」が 23.8%（11 人）。「地のランドマーク
として建物を残すべきだから」が 14.3%（6人）。「何ら
かの形で卒業生が関われる機会を残したいから」42.9%
（18人）。「その他」19%（8人）となった。
　回答数において「何らかの形で卒業生が関われる機会
を残したいから」が最も多いのは、それぞれ地元が違う学生が多いため、卒業生が関われる場所として拓殖短
大があると集まりやすいと考える人が多いからだと考える。
 （林　楓太）　

8. 学生・教職員：閉校後の校舎利用に関するアンケート：
　　　　　　　　（問 6で「いいえ」と回答した方へ）残して欲しくない
　　　　　　　　 理由として、最も近いものを一つ選んでください。
【分析】
　本問の回答数は 9件であった。2027 年 3 月閉校後、
本学の校舎や敷地を建物として残しておいて欲しくない
と答えた人の理由で 1番多かったのは「地域の発展の
ため、新しい施設・機能の転換を優先すべきだから」と
いう理由が 44.4%(4 人 ) であった。ついで、「その他」
が 33.3%(3 人 )、「閉校後は区切りをつけたいから」が
22.2%(2 人 ) であった。
　「地域発展のため、新しい施設・機能の転換を優先すべき」が4割を占めた。新たな施設へ生まれ変わることで、
また地域から愛される場所になればと考えたのではないかと予測する。残してほしくないという理由には地域
への思いがあったのではないだろうか。
 （豊口　みなみ）



9. 学生・教職員：閉校後の校舎利用に関するアンケート：
　　　　　　　　 閉校後の校舎を、具体的にどのように利用して
　　　　　　　　 ほしいですか？（望ましいものを一つ選択）
【分析】
　本問の回答数は 71件である。「閉校後の校舎を、具
体的にどのように利用して欲しいか」という質問に対し
て、「地域住民が利用できる公共施設」を選択した人が
42.3%(30 人 )。ついで「新たな教育・研究機関」を選
択した人が39.4%(28人 )、「地域の農業・ビジネス拠点」
が 11.3%(8 人 ) となった。
　地域に根付いた大学であるため、これからも「地域に
根付いた施設になってほしい」と思う傾向があったのではないかと考える。
 （豊口　みなみ）

10. 学生・教職員：閉校後の校舎利用に関するアンケート：
　　　　　　　　　校舎が残った場合、閉校後に、もう一度この校舎・敷地
　　　　　　　　　に戻ってくる機会（イベント等）があれば、参加したい
　　　　　　　　　とおもいますか？
【分析】
　本問の回答数は 71 件である。「校舎が残った場合、
閉校後にもう一度この校舎・敷地に戻ってくる機会があ
れば参加したいと思いますか？」という質問に対して、
１「全く関心がない」が 8.5%(6 人 )、2「あまり、そ
れほど関心がない」が 18.3%(10 人 )、3「出来れば、
機会が合えば参加したい」が 46.5%(33 人 )、4「強く
参加したい」が 26.8%(19 人 ) となった。
　73.3％（52人）と多くの人がこの拓殖大学北海道短期大学に思い入れがあるということがこのアンケート
から見て取れる。また、短大という 2年間の学校生活というのもあってか、26.8％（16人）の人がそこまで
思い入れがないことも見て取れる。
 （林　楓太）

11. 教職員：閉科・閉科後のご自身の異動先について、現在の状況を
　　　　　　教えてください。
【分析】
　本問の回答数は 18件である。また、この設問は任意
回答である。「閉科・閉校後のご自身の異動先について、
現在の状況を教えてください。」について、本設問では、
「現状、移動先を検討中である」が 38.9％（7人）で最
も多く、「定年退職を迎える予定」「退職を迎える予定」「そ
の他」を合わせた回答も同じく 38.9％（7人）となった。
移動先を模索している層と、定年や退職によって一区切
りを迎える層が同数である点は象徴的である。閉学は一つの制度的出来事であると同時に、教職員一人ひとり
の人生の節目でもあることがうかがえる。すでに他大学等への移動が内定している、あるいは教育・研究職以
外の道に進むと回答した人は合わせて 22.2％（4人）にとどまり、多くがなお移動先を模索する過程にある
現状が明らかとなった。
 （林　楓太）



12.【教職員へのインタビュー】 閉校までの期間で、特に注力したいこと
 （研究、学生指導など）は何ですか？ 
【分析】
　回答者は 7人で、その内、「特にない」と回答したものは２人であった。回答者之内、「学生への指導、支援
（進路・生活）」（５人）を注力したいという意見と、「教員は閉校に向けて地域や卒業生へのお礼、本学の教育、
研究、地域貢献の功績の表明が必要だ」（1人）という意見があった。回答している人数が少ないため、この
回答からの考察になるが教員としての意思を最後まで貫いていきたいという思いがあると考える。また、地域
の協力のもと学生へ指導ができたため、地域や卒業生へのお礼が必要だと考えたのだと思う。
 （豊口みなみ）

13.【学生・教職員：思い出・メッセージ】 本学で過ごした期間の中で、
 最も心に残る「思い出」や「エピソード」を教えてください。
【分析】
　 回答者は 71人で、多くの心に残る「思い出」や「エピソード」が寄せられた。「黎明祭」（14人）や「ミュー
ジカル」（11人）といった拓殖大学北海道短期大学ならではの行事に関する「思い出」や「エピソード」が多
く寄せられた。他にも「友達との大学生活」（11人）、「ゼミ活動」（3人）といった大学生活についても多く
寄せられた。
 （林　楓太）

14.【学生・教職員：思い出・メッセージ】学生、教職員の皆さん 
 閉校を迎えるにあたり、「ひとこと」メッセージをお願いします。
【分析】
　回答者は 72人で、様々な「ひとこと」メッセージが寄せられ、すべてを紹介することはできないが、「あ
りがとう」（18人）や「楽しかった」（6人）、「寂しい」（6人）、「お疲れ様でした」（5人）といったような
コメントが目立った。また、入学した当初の思い（1人）や地域の教育機関が減る（3人）といったような具
体的な意見もあった。
　この「ひとこと」のメッセージから、拓殖大学北海道短期大学は愛された学校であったと言える。
 （豊口　みなみ）

学生新聞局の調査が示したもの
　本アンケートは、本学が 2027 年 3月の閉学を控える中で実施され、学生および教職
員計 72名の回答を得た。学生の進路希望では就職・就農が多数を占め、堅実な進路観が
示された。また、進路選択において「ワークライフバランス」や「仕事内容」を重視する
傾向が強く、現代的な価値観がうかがえる結果となった。閉校が進路に影響したとする回
答は約 2割であり、大多数は冷静に将来を見据えている一方、進路形成の途上にある学
生への丁寧な支援の必要性も示唆された。教職員については、移動先を検討中の層と定年・
退職等で節目を迎える層が同数であり、閉学が制度上の決定であると同時に、個々の人生
の転機でもあることが明らかとなった。
　本調査の意義は、こうした状況を学生自身が主体的に問い、記録した点にある。閉学と
いう局面を受動的に受け止めるのではなく、自らの進路や大学の役割を考察し、数値とし
て可視化したことは、高等教育の成果の表れである。本調査は本学最終期の実態を示す記
録であるとともに、学生の主体性を示す証であり、閉学を新たな出発点へとつなぐ意義深
い試みであったといえるだろう。
 （顧問　横関　理恵）



バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

ロ
グ
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
広
報
部
「
ぷ
れ
た
く
」



野　
　

球　
　

部

学　

生　

自　

治　

会

軽　

音　

楽　

部

ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
部



学  

生  

新  

聞  

局

学生新聞・スタディツアー参加者の
みなさま

拓大・北短大交流会のみなさん
（学生自治会、学生広報部、
  新聞局キャンパス特派員）


